
 
（社）精密工学会主催 第２９４回講習会 

最先端のプロダクトライフサイクルマネジメント(ＰＬＭ) 
―家電、自動車メーカの事例に学ぶ− 

開催期日：平成 15 年 11 月 18 日（火） 

主催：（社）精密工学会 
企画：事業部会企画第 1 グループ 
協賛：大田区産業振興協会/品川区産業振興課/ＳＭＥ東京支部/機械技術協会/機械振興協会/軽金属学会/計測自動制御学会/自動車技術

会/情報処理学会/電気通信協会/電子情報通信学会/東京都金属プレス工業会/日本金型工業会/日本機械学会/日本工学会/日本工作機械

工業会/日本自動車工業会/日本設計工学会/日本塑性加工学会/日本ダイカスト協会/日本鋳造工学会/日本溶接協会/発明協会東京支部 
 

  近年のグローバル展開やＩＴ（情報技術）化の進展，さらには製造業の中国へのシフトなどによって，日本の製造業は極めて苦し
い立場にあります．そのため日本の製造業は，今後ますます，より付加価値の高い製造業への転換を迫られることになります.それ
は,ものつくりのシステム自体の抜本的な見直しが必要になってきているということと考えられます．本講習では，今後ものつくりの
CAD/CAE/CAM/CAT をデジタルエンジニアリングで効率よく一気通貫で行えると期待されるＰＬＭ（Product Life-cycle 
Management）の活用状況を，家電，自動車，ベンダ，ソフト支援メーカなどからの先端的視点で紹介して頂きます．それぞれのメー
カの具体的な活用手法や事例が解説されますので，是非ともご参集下さいますようお願いいたします． 

 

日  時：平成１５年１１月１８日（火）  ９時５０分～１７時１５分 
会  場：中央大学理工学部後楽園キャンパス 新３号館 10 階 31008 大会議室  
      （〒112-8551 東京都文京区春日 1-13-27）   

 *後楽園駅(営団地下鉄丸の内線，南北線)下車徒歩約５分 *春日駅(都営地下鉄大江戸線,三田線)下車徒歩約 7 分 
 *水道橋駅（JR 総武線）下車徒歩約 10 分 

       ☆ 会場 URL: http://www.tamacc.chuo-u.ac.jp/chuo-u/access/access_korakuen.html 
司  会：武藤 一夫（職業能力開発総合大学校），香川 敏之（デジタルプロセス株式会社） 
次  第（予定） 

時 間 題  目 内    容 講  師 

 9:50～10:00  挨 拶 

10:00〜11:00 

 

マーケティングとのコラボレ

ーションによる製品開発 

消費者ニーズが不透明で売れる旬の時期が短くなっている時代
には、より競争力のある売れる商品を開発する重要性が増々高ま
っています。そのために、ＰＬＭの果たす役割は何かについて、
マーケティングとデザイン・設計との連携の観点から課題とソリュ
ーションをご提案します。 

（株）エクサ 
ＰＬＭソリューション部 

 

     遠藤 明彦 

11:00〜12:00 
ソリューションプロバイダー

から見たＰＬＭの構築 

近年、PLMが脚光を浴びる中、PLMを検討する上で、様々 な着眼

点から、企業にとっての最適な仕組みの構築を検討する必要があ

る。PLM を単独の仕組みとして捉えるのでは無く、大きな枠組みと

して捉え、成功するための構築方法とは、なになのかに迫る。 

クオリカ（株） 
インダストリアル・ビジネス

事業部 

ソリューション営業部 

     柿  良幸 

12:00～13:00  昼 食 

13:00〜14:00 
ホンダにおけるＰＬＭ活用

状況 

４輪開発における、ＣＡＤ図面データとデジタルモックアッ

プデータの管理手法、流通手法、活用手法について。 

また、今後の３Ｄ化の展開について。 

（株）本田技術研究所 

栃木研究所  

ＣＩＳ２ブロック 

     田中 秀幸 

14:00〜15:00 
自工会のＰＤＭ／ＳＴＥＰ

に関する取り組み 

自動車メーカ/サプライヤ各社におけるＰＤＭシステムの実務適用の
進展と共に、各社とのコラボレーションにおいてＣＡＤデータのみな
らず、アセンブリー情報や変更管理等ＰＤＭの共有が重要になってき
た。日米欧豪の自工会では、このようなＰＤＭ情報の共有に関し、
STEP/ＡＰ214 を活用したＧｌｏｂａｌ－Solution を共同で策定中であり、そ
の内容及び今後の展開について紹介する。 

富 士 重 工 業 （株） 

ＩＴシステム部 
（自工会 PDM/STEP 分科会 

副分科会長） 

     荒牧 英明 

15:00～15:15  休 憩 

15:15〜16:15 
東芝のＰＣ開発におけるＰ

ＬＭ活用状況 

Ｔｉｍｅ ｔｏ Ｍａｒｋｅｔ Ｎｏ．１を目指し、ＣＡＤ／ＣＡＭ／Ｃ

ＡＥ／ＣＡＴ／ＰＤＭ を駆使したＰＣ開発のプロセス改革

（e－Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ活動）のご紹介。 

（株）東芝デジタル 
メディアネットワーク社 
青梅デジタルメディア工場 
工場長附 

     金子 泰郎 

16:15〜17:15 
サ プ ラ イ ヤ の 視 点 で の

3D-CAD 活用のポイント 

・顧客への納品のためだけの 3D モデリングからの脱却 

・3D データを成長させ、デジタルモックアップから構造解

析、生産シミュレーション、CAM への拡大 

デジタルプロセス（株） 
デジタルコンテンツサービス

部 

部長 

        加藤  廣 

 



定  員    ：60 名（先着順で定員になり次第締切ります） 
参 加 費    ：会員（賛助会員および協賛団体会員を含む）20,000 円，非会員 30,000 円【会員・非会員ともテキスト代込み】  
     学生会員  無料(ただしテキストご入用の場合は，4,000 円をご負担ください)， 
     学生非会員 6,000 円(テキスト代込み)           ＊参加費・テキスト代とも消費税を含みます。 

資  料    ：資料のみ，または聴講者で 2 冊以上ご希望の場合，１冊 4,000 円 
申込締切：平成 15 年 11 月 11 日（火） 
申込方法：申込書に必要事項をご記入の上，郵送または FAX にて受け付けます． 
申込先    ：（社）精密工学会 

 （〒102-0073 東京都千代田区九段北 1-5-9，九段誠和ビル 2F，電話 03-5226-5191，Fax 03-5226-5192） 
 （学会ホームページ http://www.jspe.or.jp からも申込出来ます．） 

 
 


